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The purpose of this paper is to clarify how the curriculum of “Integrated Course” senior 
high school affects the career choice of students. Students with vague course hope entered 
“Integrated Course” senior high school and experienced various learning courses in their 
first year. In their first year, they choose subjects according to their career expectations, 
but do subject choices ultimately have any influence on students’ course choices? Based on 
the result of a panel study in a certain “Integrated Course” senior high school, I clarify a 
process of a change of the career choice of the students from the viewpoint of curriculum 
tracking.  
In this paper, I pay attention to the cause of change in expectation from “course 
undecided” to “entering a university” or “getting a job”. As a result of this analysis, I found 
that individual and family backgrounds had no effect on the change in the expectation. In 
addition, high school grades and course credits of mathematics had no effect on the change, 
too. It becomes clear that course credits of vocational subjects influence the change. Based 
upon the foregoing, it is suggested that the amount of credits of vocational subjects affects 
the course change in expectation from “course undecided” to “getting a job”. In addition, 
there was a statistically meaningful effect on the change. I used logistic regression analysis 
with individual subject grades, gender, domestic study time, and curriculum as the main 
independent variables to study the overall effect of these factors on the individual’s course 
change.  
In addition to this, I analyzed these effects from a time-varying perspective. The result 
showed that the students who took many credits of vocational subjects were more likely to 
change the course in their first year of school life. This shows that curriculum tracking 
affects students’ course choices soon after entering “Integrated Course” senior high school. 
Subject choices in their first year decide their career choices. This research backed up the 
fact by data.  
                                            





































































3 年間の各学年における計 3 回のパネルデータを用いている点である。質問紙調査は 2004 年




年 10 月実施）の回答者は 198 人、第 2 回（2005 年 11 月実施）は 195 人、第 3 回（2007 年 1
月実施）は 192 人であるが、今回分析の対象とするのは、3 回すべての調査に回答をした 191
人（男子 100 人・女子 91 人）である。調査対象者数（入学者数）200 人に対して、有効回答
者数が 191 人であり、有効回収率は 95.5％になる。 
さらに、3 回の質問紙調査に加えて、3 年次の 7～8 月にかけてインタビュー調査を行った。



























































まず、総合学科の最大の特徴である科目選択制度である。A 校では１年次の 7 月に最初の時
間割を提出する。この際、翌年の 2 年次だけでなく 3 年次の科目も同時に決める。担任との面
談などを経て 1 年次の 9 月が最終締め切りとなる。A 校の系列１は、総合学科開設以来「人間
科学」「福祉・健康科学」「国際ビジネス」「環境工学」「生産技術」の 5 つであったが、2007
年度からは「環境工学」を「生産技術」に統合し 4 系列となった。生徒は１年次では普通科目
を中心とした必修科目を学び、2 年次からは 4 つの系列に沿った選択科目（普通科目と専門科
目から成る）を中心に学ぶことになる。 








 このように、総合学科では 1 年次の初年度教育が重要とされる。入学して数ヶ月のキャリア

















認しておこう。表 1 は入学前から入学後 3 年間の進路希望と卒業後の実際の進路決定状況を示
したものである３。これは筆者による 3 回の質問紙調査の結果に加え、A 校が実施した 3 回の
進路希望（進路先）調査の結果も示した、6 時点における進路希望（進路先）の状況である。
ここからは、「フリーター」と「未定」を合わせて「未定者」と呼ぶことにするが、6 時点での
「未定者」の数の推移は「55 人→15 人→28 人→5 人→3 人→6 人」となっている。未定者の
多い時期に注目すると、入学前に高卒後の進路が「未定」であった者が 55 人と約 3 割存在し
ている。この 55 人が 2 節で述べた「高校入学前の当初の進路希望としての未定」者であり、
本研究の分析の中心となるので、以下でその特性と進路選択の動向を詳しく確認していくこと
にする。また、後でも言及するが、2 年次において未定者が 28 人とやや増加している点にも注
意が必要である。どうやら 1 年次の科目選択（＝進路選択）にやや迷いが生じているようだ。 
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表 1 進路希望の変化と進路先（人数(％)，N＝191） 
進路希望 
入学前 在学中 卒業後 
（進路先）


































































表 2 入学前の進路希望と性別の関係（人数(％)） 
 






 各学年における家庭学習時間と 2・3 年次の成績（5 段階の自己評価）の平均値を示したもの
進路希望(人数)  男     女   計 
4 大(22) 




19(19.2)   3(3.3) 
26(26.3)   19(20.9) 
8(8.1)    39(42.9) 
11(11.1)   10(11.0) 






計(191) 100(100.0)  91(100.0) 191(100.0) 
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 6
が表 3 である。未定者の学習時間は 4 大希望者と比べると少ないが、就職希望者より多い。一





表 3 入学前の進路希望と学習時間・成績の平均値の関係 
進路希望(人数) 学習時間 1 年次 2 年次 3 年次 
成績 
2 年次 3 年次 
  4 大(22) 




0.57  0.50† 0.75 
0.54  0.30  0.47 
0.60  0.18  0.55 
0.40  0.19  0.19 
0.57  0.26  0.39 
2.45  2.32* 
2.71  2.62 
2.66  2.49* 
2.67  2.48 
2.89  2.93 
計(191) 0.56  0.27  0.47 2.72  2.62 












表 4 入学前の進路希望と履修単位数平均値の関係 
進路希望(人数) 普通科目 
英語Ⅱ 数学Ⅱ 専門科目 
4 大(22) 







1.52*  1.52 






計(191) 2.75  1.79 13.71 




























χ²＝11.498 d.f.=15 p=0.717 









るのか。ここでは入学前「未定」者 55 人の動向を確認する前に、調査対象者 191 人全員の各




まず、入学前から 1 年次の変化を見ると、55 人の未定者のうち、半数以上の 25 人が就職に
変更している。進学に変更した 20 人と合わせて 45 人となり、入学前未定者の 8 割以上が入学





る。また、入学前に未定だった 55 人のうち、1 年次でも未定のまま変化しない者は 9 人だけで
あり、未定者は大幅に減少している。全体でも 1 年次では未定者の数は 15 人に減少した。 




かる。また、1 年次の未定者 15 人のうち 2 年次でも未定のまま変化しない者は 3 人のみであ
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表 4 入学前の進路希望と履修単位数平均値の関係 
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る。一方、全体では 2 年次で未定者が 28 人と、1 年次に比べてほぼ倍増していることには注意




1 年次から未定のままの数は 3 人だけなのだから、2 年次の 28 人の未定者のうち残りの 25 人
は就職や進学など何らかの具体的な進路希望から流入してきたことになる。 
続いて、2 年次から 3 年次の変化であるが、2 年次における未定者 28 人の 3 年次での変更状





















28 人の未定者のうち 3 年次になっても未定のまま変化しない数は 2 人のみとなった。3 年次で
は未定者の数は全体でも 5 人となり、大幅に減少している。 
最後に、3 年 4 月から卒業後の実際の進路先への状況を見ておこう。3 年次の未定者 5 人の
うち 4 人が就職、1 人が進学となり、未定のままの者はいない。また、全体では最終的に卒業
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分析の対象となるのは前節の 191 人全員とは異なり、入学前進路未定者 55 人のみである。図
1 及び図 2 において確認したように、入学前の 55 人の未定者の 8 割以上が、1 年次の 10 月に






 表 6 「未定」（入学前）→「就職」（1 年次 10 月）の規定要因分析 







-0.97           0.908 
-1.044          0.352 
0.291          1.337 
0.558          1.747 
0.073 *        1.076 
-1.682          0.186 
-2 対数尤度 48.422 
N 45 
モデルχ² 13.404 * 
Hosmer と Lemeshow の検定（有意確率） 0.590 




 表 6 がその結果である。従属変数は、入学前に進路希望が「未定」だったが 1 年次 10 月に
「就職」希望を選択した者を 1、入学前に進路「未定」だったが 1 年次 10 月に「進学」を選択
した者を 0 とした。独立変数は、個人要因を示す基本属性として性別ダミー（男子＝1、女子
＝0）を投入した。さらに、家庭要因を表す変数として、1 年次の家庭学習時間（3 時間以上=3.5、
2～3 時間=3、1～2 時間=2、30 分～1 時間=1、30 分以内=0.5、0 分=0）を投入した。また、
学校要因を見る変数としては、2 年次における 5 段階の成績自己評価を加えた。そして、学校
要因を表すもう 1 つの指標として、カリキュラムに関する 2 つの変数を投入している。1 つは
普通科目の「数学Ⅱダミー」であり、2 年次で数学Ⅱ（2 単位か 4 単位）を選択した者を 1、全
く選択しなかった者を 0 とした。もう１つは、専門科目の 2・3 年次の総履修単位数（0～32
単位）である。なお、1 年次の 10 月における進路希望の要因を見る変数として、2・3 年次の
選択科目を使用するのは、3 節でも見たように、全員が 2・3 年次の科目選択を 1 年次の 9 月
までに終えてしまい、原則としてその後の変更は認められないからである。つまり、1 年次の













定」としていた 55 人に焦点を当てて、その特性や 3 年間の進路希望の変化などを確認してき
た。本稿の分析において明らかになった点を以下に整理しておこう。 






 次に、進路未定者が就職、進学の具体的な進路を希望する時期としては、入学前から 1 年次
にかけてが多かった。入学前進路未定者 55 人の 8 割以上が 1 年次には就職か進学のどちらか
の進路を希望していた。言い換えれば、入学前に進路未定だった者の 8 割以上が、入学後半年
しか経過していない 1 年次の 10 月には、「未定」状況から脱却していたことになる。 
















 そのような総合学科教育検証の 1 つの試みとして、筆者は今回分析した同一パネルを追跡し、













科目選択や進路選択の目安とされる。分析対象となった 10 期生のパネル（191 人）を系列
別に見ると、「人間科学」50 人（26.2％）、「福祉・健康科学」51 人（26.7％）、「国際ビジ




つであった。その後、学習指導要領の改訂（平成 11 年 3 月告示）に伴い、教科「情報」と
「総合的な学習の時間」が創設されたことにより、「情報に関する基礎的科目」と「課題研
究」は総合学科の原則履修科目ではなくなっている。 
3 入学前、3 年 4 月、卒業後は A 校の調査によるものである。入学前の進学希望は「4 大」「4
大か短大・専門学校」「短大か専門学校」の 3 つの選択肢で聞いており、「その他」（1 人）
は無回答者である。3 年 1 月は進路内定者を含んだ進路希望である。卒業後の未決定者はす
べて「フリーター」としている。 






5 この 1 年次前半に未定者が急激に減少する傾向は、他の学科と比較した場合の総合学科の
特徴と言える。例えば、中村他（2007）の報告では、普通科においては未定者の数は入学






















ネル調査データの分析―」『桃山学院大学社会学論集』第 41 巻，第 2 号，pp．213-265． 
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